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1　5 世紀の対外政策：倭の五王の南宋朝貢・対中外交の再開と挫折
五胡十六国時代を経て中国が南北朝時代を迎える時期、倭国は中国との外交を再開させ、讃・珍・
済・興・武の 5 人の王が南朝に入貢し称号の授与を求めた。5 世紀に入り、高句麗（413 年）、百済
（416 年）が相次ぎ中国の南朝（東晋・宋）に朝貢し、半島支配権の承認を受けたためである。讃
〜興は応神・仁徳・履中・反正・允恭・安康・雄略の各天皇のいずれかに比定され、武は雄略天皇


















































それゆえ、即位後の 509 年（継体 3 年、宮は樟葉）、百済に使いが遣わされ、512 年（宮は筒城）
にも百済に穂積臣押山を遣わすなど継体朝になると朝鮮半島との交渉、接触が頻繁になった。そし








































































































する。一方、倭国は 591 年、筑紫に 2 万余の軍を送り新羅に圧力をかけ任那の再建を迫るが、594































































































































































『日本書紀』によれば、斉明天皇の 4 年（658 年）、5 年、6 年の三年の間に七回にわたって阿倍
比羅夫の蝦夷地遠征が行われている。記事の重複があり、実際の派遣は数回程度と思われるが、ま
ず 658 年 4 月には阿倍比羅夫が船師 180 隻を率いて日本海沿岸を北上し、鰐田（あぎた）、淳代の
蝦夷に勢威を示した。蝦夷たちが朝廷に忠誠を誓ったので小乙上の位を授け、淳代、津軽の郡領を
定めた。また北海道渡島（北海道南部）の蝦夷らを有間浜に集めて饗し帰したという。7 月には、




でなく、阿部比羅夫が粛慎にまで船を進めて戦い、捕虜 49 人を朝廷に献上したとある。また 660











































































派遣軍）。倭国が他国の王を冊立した、最初で最後の史例である。翌 662 年 5 月、阿曇比邏夫の
170 艘の水軍が百済に赴き、豊璋は百済王位に就き、復興軍の士気は上がった。
















































































































が築かれている。665 年と続く 667 年の遣唐使は長安には行かず、朝鮮半島に置かれた唐の出先機
関との間を往復しただけであった。文物受容どころではなく、戦後処理問題が話し合われたのであ





















務綜等が 664、665、667、669、671 年と 5 回にわたり派遣されているが（但し 669 年の記述は 671
年 11 月の記事と重複するものと思われる）、その目的は途中で変化し、新羅が叛旗を翻した 669 年
以降の遣使は倭国への出兵要請に変わった。新羅を挟み撃ちにするために倭国を味方につけようと
したのだ。
671 年の正月、百済にある鎮将劉仁願が李守真を日本に送ってきた。朝廷は 6 月に李守真らの「軍
事に関する要請」に返答し、同年秋李守真らは帰国したと書記は記す。また同年 11 月には、郭務
悰が二千人の衆と船四十七隻を率いて筑紫に来航した。いずれも日本に出兵を促すための遣使と考
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えられる。倭国の新羅救援を阻む狙いも込められていただろう。「二千人の衆」とは膨大だが、こ
れは威圧の軍隊ではなく、その多くは白村江の戦いで捕虜となった倭兵と思われる。郭務悰は翌年


































































































































朝廷は、630 年（舒明 2 年）から 838 年（承和 5 年）まで、およそ 2 世紀にわたり使節を唐に派
遣した。いわゆる遣唐使である。遣唐使は、630 年第 1 次犬上御田鍬の派遣で始り、894 年 9 月に
菅原道真が遣唐大使に任命されたものの中止となった第 20 次（第 6 次の百済までの送使（667 年）、
石上乙麻呂が遣唐大使任命されたが中止となった第 11 次（746 年）、船破壊のため中止となった第
14 次（762 年）、年風を得ず中止となった第 15 次（762 年）は数えない）まで、15 回にわたって唐
の都長安へ使者が送られた 13）。









んだことを背景として、粟田真人を大使とする第 8 回の遣唐使が 702 年に派遣されている。以後、
おおむね 20 年程度の間隔を置いて、遣唐使派遣の事業が続けられた。






日本と中国を往来した遣唐使は、当初（第 1 次〜第 7 次）は北路を、8 世紀以降の後期（第 8 次


















朝廷と南島の交わりを見ると、飛鳥時代の 616 年（推古 24 年）3 月に掖久（夜勾・掖玖）の人
30 人がやってきて日本に帰化したと『日本書紀』は記している。これが南西諸島と朝廷との関わ
りの初見である。620 年 8 月にも、掖玖人 2 人が伊豆に流れ着いた記録が出ている。さらに 629 年
4 月に田部連が掖玖に遣わされ、631 年 2 月には掖玖人が帰化する等朝廷と南島の関わりが深まっ















695 年 3 月、朝廷は文忌寸博勢訳語諸田、刑部真木らに多禰の探検を求め、698 年 4 月には文忌
寸博勢ら 8 人が武装調査団として南島に派遣された。そして翌年 7 月には多襖（種子島）・夜久（屋
久島）・菴美（奄美大島）、度感（徳之島）等が朝貢している。707 年には筑紫の太宰府に使者を送
って南島人に位を授けたほか、元明天皇の 714 年には、少初位下の太朝巨遠健治らが奄美、信覚（石
垣）、球美（久米）等の島民 52 人を率いて南島から帰京、やはり元明天皇の 715 年正月にも奄美、
度感、信覚、球美の島民が進んで朝貢し、朝廷は蝦夷らとともに位を授け、720 年 11 月には 232 人、
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止され、朝廷の南島に対する関心も政治工作も途絶えてしまった。
●遣唐使船と航海技術
初期の遣唐使船は 2 隻で船団を組み、一隻に 120 人前後が乗り組んでいた。その後、中期から末

























































失以来の遺恨を晴らすべく新羅攻略の準備に着手した。759 年 6 月、仲麻呂は太宰府に新羅征討の
ための兵力動員計画立案を命じ、9 月には筑紫居住の新羅人に退去命令を発するとともに、遠征用
の軍船を 3 年以内に 500 隻造るよう北陸・山陰・山陽・南海各道の諸国に下している。出兵の時期
は 762〜3 年と決まり、761 年には新羅の占領に備えて新羅語通訳の養成にも着手、11 月には東海道・
南海道・西海道の各節度使が任命された。
『続日本紀』が伝える動員準備の記事によれば、派遣の規模は船舶 394 隻、兵士 4 万 700 人、水







国際地域学研究　第 22 号　2019 年 3 月116
●対蕃国外交：日渤交流
日・羅関係が悪化し始めた頃、渤海との交渉が始まった。渤海はかって高句麗に属していたツン



















て少なかった。そうしたことによるものか、第 9 回の遣唐使判官平群広成は 739 年に来朝した渤海
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二十数年に一度と派遣間隔が開き、9 世紀に入ると派遣は僅か 2 回、838 年の遣唐使が入唐を果た




























無くなった。この間 908 年に唐が滅亡し、渤海（926 年）、新羅（936 年）も相次ぎ滅んだ。ベトナ
ムも中国支配から離脱して独立する等大陸や半島の政治地図が塗り替えられた。冊封を軸とする古
代東アジア政治秩序の崩壊という政治変動のなか、（冊封秩序不参加の）日本は国家間の国交を全て
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